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〔公共用水域測定結果〕 

 
 

 

平成29年度重信川水系水質測定結果（市測定）

類型 全窒素 全リン

（ ）中は 75%水質値 達成 平均 平均 平均

測定機関 (mg/l) 状況 (mg/l) (mg/l) (mg/l)

ＡＡ

岩堰橋 （市）

Ｃ

湯渡橋 （市）

Ｃ

新立橋 （市）

平成29年度重信川水系水質測定結果（国土交通省測定）

類型 全窒素 全リン

（ ）中は 75%水質値 達成 平均 平均 平均

測定機関 (mg/l) 状況 (mg/l) (mg/l) (mg/l)

ＡＡ

石手川ダム （国）

ＡＡ

重信橋 （国）

Ａ

中川原橋 （国）

Ａ

出合橋 （国）

Ａ

川口大橋 （国）

（注１） BODの環境基準の達成状況の年間評価については、以下の方法により求めた「75%水質値」が当該水域が当てはめられた類型の環境基準に適
合している場合に、当該水域が環境基準を達成しているものと判断する。
※「75％水質値」とは、通年調査における日間平均値（Ｙ個）の水質の良いものから並べた時、0.75Ｙ番目にくる数値である。
                   ｎ－ｍ       総検体数－環境基準に適合しない検体数

（注２） 「達成率」とは         ×100＝                                                         ×100でパーセント表示した。                              
                   ｎ          総検体数              
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平成２９年度 松山海域水質測定結果

項 目

平均 75%水質値 達成 平均 平均

(mg/l) (mg/l) 状況 (mg/l) (mg/l)

堀江港沖 Ａ 8.0 ～ 8.1 100% 1.2 1.4 ○ 7.9 67% ND 100% 100% 0.11 ○ 0.021 ○

松 和気内港 Ｂ 7.9 ～ 8.0 100% 1.9 2.3 ○ 7.1 92% ND 100% - 0.73 - 0.12 -

和気港沖 Ａ 8.0 ～ 8.1 100% 1.3 1.4 ○ 7.8 67% ND 100% 3 67% 0.16 ○ 0.027 ○

高浜沖 Ａ 8.0 ～ 8.1 100% 1.3 1.4 ○ 7.8 67% ND 100% 100% 0.13 ○ 0.022 ○

山 三津内港（甲） Ｃ 7.8 ～ 8.0 100% 2.2 2.4 ○ 7.0 100% － － - 3.2 - 0.16 -

三津内港（乙） Ｂ 7.9 ～ 8.0 100% 1.8 2.0 ○ 7.5 100% ND 100% - 1.5 - 0.091 -

梅津寺沖 Ａ 8.0 ～ 8.1 100% 1.2 1.3 ○ 7.8 67% ND 100% 2 100% 0.16 ○ 0.023 ○

海 松山港 Ｂ 8.0 ～ 8.1 100% 1.2 1.3 ○ 7.9 100% ND 100% - 0.14 - 0.021 -

北吉田船溜（甲） Ｃ 8.0 ～ 8.1 100% 1.3 1.4 ○ 7.9 100% － － - 0.20 - 0.033 -

北吉田船溜（乙） Ｂ 8.0 ～ 8.1 100% 1.5 1.8 ○ 8.0 100% ND 100% - 0.21 - 0.030 -

域 北吉田船溜沖 Ａ 8.0 ～ 8.1 100% 1.2 1.4 ○ 7.8 67% ND 100% 100% 0.14 ○ 0.022 ○

飛行場沖 Ａ 8.0 ～ 8.1 100% 1.2 1.3 ○ 7.9 67% ND 100% 100% 0.14 ○ 0.021 ○

今出港沖 Ａ 7.9 ～ 8.1 100% 1.2 1.2 ○ 7.9 67% ND 100% 100% 0.16 ○ 0.022 ○

浅海港沖 Ａ 8.0 ～ 8.1 100% 1.2 1.3 ○ 8.0 67% ND 100% 100% 0.14 ○ 0.020 ○

北条港沖 Ａ 8.0 ～ 8.1 100% 1.2 1.3 ○ 8.0 67% ND 100% 100% 0.13 ○ 0.020 ○

柳原港沖 Ａ 8.0 ～ 8.1 100% 1.2 1.3 ○ 7.8 67% ND 100% 100% 0.14 ○ 0.021 ○

（注１）

いる場合に、当該水域が環境基準を達成しているものと判断する。

※「75％水質値」とは、通年調査における日間平均値（Ｙ個）の水質の良いものから並べた時、0.75Ｙ番目にくる数値である。

                   ｎ－ｍ       総検体数－環境基準に適合しない検体数

（注２） 「達成率」とは         ×100＝                                                         ×100でパーセント表示した。                              

                   ｎ          総検体数              

（注３） 全窒素及び全りんの環境基準の達成状況の評価は、年間平均値が当該水域が当てはめられた類型の環境基準に適合している場合に、当該水域が

環境基準を達成しているものと判断する。

（注４） ＮＤとは、「検出されないこと」をいう。

北
条
海
域

全窒素

達成
状況

全リン

達成
状況

平均 平均

(mg/l) (mg/l)

9.9

3.6×10

3.5×10

-

8.8×10

4.3×10

1.7×10

9.0×10

-

-

-

-

-

1.1×10

2.8×10

1.8×10

CODの環境基準の達成状況の年間評価については、以下の方法により求めた「75%水質値」が当該水域が当てはめられた類型の環境基準に適合して

類
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項目

１． （ 石 手 川 ） 7.8 ～ 8.2 0.6 10.9 1 2.8×10 5 0.7 0.009 0.35 ― ―

２． （ 伊 台 川 ） 8.1 ～ 8.2 1.6 9.8 1 2.4×10 5 4.0 0.22 0.39 ― ―

３． （ 小 野 川 ） 7.5 ～ 7.8 3.2 9.6 3 6.2×10 5 3.6 0.50 0.32 ― ―

４． （ 小 野 川 ） 7.8 ～ 8.6 3.3 11.3 4 4.0×10 4 2.7 0.33 0.45 ― ―

５． （ 堀 越 川 ） 7.9 ～ 9.2 4.6 9.8 4 5.7×10 5 4.2 0.64 0.50 ― ―

６． （ 川 附 川 ） 7.9 ～ 8.9 4.4 9.3 2 1.5×10 5 3.4 0.45 0.41 ― ―

７． （ 傍 示 川 ） 7.3 ～ 7.8 2.0 9.4 6 3.4×10 5 2.2 0.13 0.31 ― ―

８． （ 内 川 ） 7.1 ～ 7.4 0.8 9.9 1 2.0×10 5 1.5 0.051 0.40 ― ―

９． （ 内 川 ） 8.0 ～ 9.4 1.6 11.8 3 1.4×10 5 1.8 0.12 0.35 ― ―

10. （ 悪 社 川 ） 7.9 ～ 9.0 1.4 11.8 2 6.1×10 5 1.5 0.15 0.28 ― ―

11. （ 森 松 町 水 路） 7.6 ～ 8.0 1.3 9.6 5 1.8×10 5 1.4 0.10 0.47 ― ―

12. （ 御 坂 川 ） 7.6 ～ 7.8 1.3 10.5 4 2.1×10 5 1.8 0.090 0.35 ― ―

13. （ 砥 部 川 ） 7.9 ～ 9.5 1.1 11.4 2 2.8×10 5 1.9 0.19 0.41 ― ―

14. （ 郷 谷 川 ） 7.3 ～ 7.7 4.1 7.9 6 1.8×10 5 4.9 0.40 0.74 ― ―

15. （ 権 現 川 ） 7.8 ～ 8.0 2.1 9.3 4 4.4×10 5 4.6 0.22 0.64 ― ―

16. （ 大 川 ） 8.0 ～ 8.5 1.3 10.7 3 5.6×10 5 2.2 0.113 0.58 ― ―

17. （ 大 川 ） 7.4 ～ 7.7 8.1 7.3 11 6.4×10 7 3.8 0.68 0.59 ― ―

18. （ 久 万 川 ） 7.3 ～ 7.8 10.0 8.5 8 5.6×10 5 4.6 0.77 0.50 ― ―

19. （ 久 万 川 ） 7.3 ～ 7.7 8.9 7.0 6 6.0×10 5 4.8 0.79 0.47 ― ―

20. （太山寺川） 7.5 ～ 7.6 10.1 8.6 5 1.3×10 6 6.2 0.68 0.76 ― ―

21. （ 宮 前 川 ） 7.2 ～ 7.3 4.4 5.5 2 8.6×10 4 14.3 0.48 0.39 ― ―

22. （ 宮 前 川 ） 7.3 ～ 7.5 13.9 5.5 3 9.8×10 4 14.0 0.85 0.44 ― ―

23. （ 宮 前 川 ） 7.3 ～ 7.8 11.2 7.5 4 6.1×10 5 12.8 0.80 0.43 ― ―

24. （堂之元川） 7.2 ～ 7.7 17.3 8.3 5 4.3×10 5 10.3 0.51 0.47 ― ―

25. （ 洗 地 川 ） 7.3 ～ 8.0 2.3 9.8 8 2.0×10 5 2.2 0.15 0.45 ― ―

26. （ 宮 前 川 ） 8.8 ～ 10.4 ― ― ― ― ― ― ― ND <0.02

27. （ 洗 地 川 ） 7.3 ～ 8.8 ― ― ― ― ― ― ― ND 0.03

28. （ 洗 地 川 ） 7.5 ～ 10.0 ― ― ― ― ― ― ― ND <0.02

29. （ 立 岩 川 ） 7.6 ～ 8.1 0.9 10.1 6 1.0×10 5 1.3 0.051 0.43 ― ―

30. （ 萩 原 川 ）
7.9 ～ 8.1 1.1 10.0 3 4.3×10

5

1.6 0.061 0.30 ― ―

31. （ 河 野 川 ） 7.1 ～ 7.9 0.8 9.8 2 2.2×10 5 1.4 0.054 0.42 ― ―

32. （ 高 山 川 ） 7.6 ～ 8.0 0.9 9.7 3 4.4×10 5 1.9 0.105 0.34 ― ―

33. （ 粟 井 川 ） 7.8 ～ 8.3 1.1 9.7 8 2.3×10 5 3.3 0.093 0.48 ― ―

※CN（シアン）のNDとは、０．１mg／ｌ未満をいう。

※LAS等とは、陰イオン界面活性剤のことをいう。

平成29年度 市内河川水質測定結果
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〔用語集〕 

 

BOD： 生物化学的酸素要求量の略。下水の汚泥を分解してきれいな水にするために、微生物が、

呼吸したり増殖したりするために必要な酸素の量を BOD という。 

 

COD： 化学的酸素要求量の略。廃水の汚濁を示す指標のひとつ。数値が大きいほど水が汚れてい

る。 

 

75%値： 通年調査の Y 個の日間平均値を低いものから並べた時、0.75Y 番目にくる数値のことを

いう。 

 

汚濁負荷量： 陸域から排出されて川や海などの水環境に流入する有機物や窒素、リン等の水質を

汚濁する物質の総量のことをいう。一般的には BOD、COD、SS の時間あるいは日当りの排出量

で表し、汚濁負荷量＝水質（汚濁濃度）×水量（排水量）で計算する。 

 

合併処理浄化槽： し尿と台所、風呂、洗濯などの生活雑排水をあわせて処理する浄化槽のこと。

従来のし尿のみを処理する単独浄化槽に比べてはるかに処理能力が高く、河川や海などの汚濁を

軽減する効果がある。 

 

単独処理浄化槽： し尿だけを処理する浄化槽のこと。単独処理浄化槽は、処理効果が低い上、

生活雑排水を処理できないため、河川や海などの水質汚濁を招く原因となっており、合併処理浄

化槽への転換が進められている。 

 

高度処理型（合併処理）浄化槽： 合併処理浄化槽のうち、ろ過及び凝集による物理的処理及び脱窒

機能を用いて窒素やリンの除去を行い、処理水質の高度化を図っているもの。 

 

公共下水道： 下水道とは、家庭や工場から排出される汚水や雨水を排除、処理する施設。公共下

水道とは、主として市街地の汚水を下水処理場に集め、きれいな水に処理したうえで川や海に放

流し、雨水は水路や川に速やかに排除する施設である。 

 

 



 

 

 

  



 

 




